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＜フィリピン・リサーチ・レポート＞ 
 
 

2022年 1月 12日 

フィリピン総選挙及びフィリピン大統領選挙 4 

選挙管理委員会（COMELEC）は21年12月29日、今年5月9日の投票の大統領・副大統領・

院議員候補者の暫定リストを発表した。リストによれ

ば、大統領と副大統領候補はそれぞれ15名、9名

である。なお、ドゥテルテ大統領の長期的な補佐官

であるクリストファー・ゴ（CHRISTOPHER GO、

BongGo)上院議員は、12月14日に大統領選から撤

退した後、このリストに含まれなくなった。このリスト

内では半分以上の候補者が政党無所属・立民として出馬している。 

 
フィリピンは大統領制の民主主義国で、大統領は国家元首であると同時に行政府のリーダ

ーでもあり、フィリピン軍の最高司令官でもある。フィリピンではその地位を求めて多くの候補

者が選挙で争う。21 年 10 月時点で、立候補証明書を提出した人数は 97 人もいた。大統領

になるには、フィリピンの生まれながらの市民であることや当日少なくとも 40 歳であること、上

下両院の議員として選挙の資格をすべて持っていること等の様々な要件がある。この候補者

リストは今後も絞り込まれていくことが予想される。 
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フィリピンの世論調査機関パルス・アジアが21年12月6日～１１日に実施、同月22日に発表し

た世論調査（合計2,400人参加）結果によれば、大統領職の有力候補者8名のうち、元上院

議員フェルディナンド・マルコス(FERDINAND・MARCOS、BongBong)氏は、回答者の53%の

支持を受け、2位の現フィリピン副大統領マリア氏を大きく引き離している。3位はマニラ市長

のフランシスコ・ドマゴソ（Francisco・Domagoso）氏と上院議員のマニー・パッキャオ（Manny・

Pacquiao）氏で、それぞれ8%の支持率であった。元上院議員のマルコス（BongBong）氏はす

べての主要地域で最上位の支持率を得ていた。例えば、マニラ首都圏では61%の支持を受

けている。なお、同氏は16年に副大統領選に出馬したが、その時はロブレド氏が勝利してい

た。 

大統領候補者がここまで圧倒的な支持率を得たのは、初めてのことであるとパルス・アジア

の常務取締役アナ・タブンダ氏は語っている。 

 

当社では、今後もフィリピン総選挙の進展について引き続き状況を報告していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
http://www.capital-am.co.jp 

以上 

出所：フィリピンのオンラインニュースサイト 

http://www.capital-am.co.jp/

